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毎日新聞のご購読お申し込みは
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が死んだとき、古木を慰めるために塩売治兵衛が狸の面をかぶって踊ったこが死んだとき、古木を慰めるために塩売治兵衛が狸の面をかぶって踊ったこ
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とが始まりとされる。この踊りが町で評判となり、1638（寛永15）年からは車
輪が3つの曳山が作られ、やがて元禄、安永年間に現在の曳山の形に整えら
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本祭では13基の曳山が一日か

けて街中をねり歩き、特定の場所では「所望」と

いうカラクリ人形のパフォーマンスが行われる。

曳山の巡行は朝9時30分スタート。13時45分ご

ろに中央大通りに集合し、巡行のハイライトを

迎える。有料観覧席はＪＲ大津駅から琵琶湖に

向かって大通りを下ったところに設けられ、１

時間ほどで13基すべての曳山を見ることができる。

観覧席の後方からでも見物できるが、混雑す

るので要注意。

オススメは大津駅に向かって右側。登り坂を曳山

が力強く引かれる様子や、カラクリ人形がよく見える。

また曳山をじっくり見るなら、巡行が昼休みに

入る12時30分ごろに観覧席の北側へ。全曳山

が整列し、見学や記念撮影ができる。巡行は

夕方17時ごろまで続けられる。

有料観覧席は一席2,000円。厄除けちまきなど

の記念品が付く。

(大津駅観光案内所・大津曳山展示館で販売）

来月7日と8日、湖国三大祭りの一つ、大津祭が開催される。 
今週の街角情報は大津祭を特集し、歴史や見所をご紹介。
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宵宮では曳山にたくさんの提灯が飾られ、21時ご

ろまでは時おりコンチキチン……と、お囃子も奏

でられる。宵宮専用の見送り（後方につける幕のこと）

をつける山もあり、あたりは独特の風情に包まれる。

またカラクリ人形が地上に展示されたり、貴重な

家宝などを公開する家もあったりして、街中を歩

くだけでも楽しい。また、出店や

スタンプラリーなどといった催し

物も用意され、本祭とは違った楽

しみがある。
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